
21世紀のモビリティサービスを切り開くITS

移動する人と情報社会を結ぶ
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lTSサービスプラットフォ

ームの利用イメージ
ITSサービスプラットフォ

ームはインターネットに代表
される情幸附土会の各種サーヒ

スを連携,統合,カスタマイ

ズし,移動するユーザーに対

してさまざまなサービスをシ

ームレスに提供する仕掛けを
提供する｡

自動車向けサービスとインターネットに代表される情報社会の各種サービスは,無線通信を核として融合しつつある｡日立

製作所は,この融合サービスを実現する｢lTS(lntelligentTransponSystems)サービスシステム+を構築しつつある｡

そのサービスコンセプトは,(1)シームレス情報提供,(2)ワンツーワンカスタマイズ(個人･空間･時間･音声),(3)

リアルタイムワンストップ連携,およぴ(4)音声インタフェース利用である｡これらのコンセプトの実現に必要な共通機能を

備えたプラットフォームと,その上に載るアプリケーション群から構成するサービスセンターを構想した｡プラットフォーム

の核技術は,ネットワーク上で各種のサービスを連携させる自律分散サービスシステム技術である｡シームレスサービスは,

携帯電話,PDA(PersonalDigitatAssistant),カーナビゲーションシステム,パソコンのどれを利用してもサービスを継承でき

るものであり,サービスセンター側では†画像や表などを端末に合わせてリアルタイム加工する技術を開発している｡プラッ

トフォームとその上の共通機能を利用することにより,事業者はサービスシステムを容易に構築することができる｡アプリケ

ーションの例として,望みの旅程を作成し,かつ新しい情報をリアルタイムに反映できる｢ハイパートラベルサービス+(仮称)
を開発中である｡そのほか､プローブ機能を利用したセーフティ(安全)や診断サービスなどの各種サービスを段階的に開発し

ていく｡

はじめに

近年,ITS(Intelligent Transport Systems)を取り巻

く環境は大きく変わりつつある-'｡[いと型カーナビゲーショ

ン システムだけでなく,センターサーバー型カーナビゲー

ション,ⅤICS(VehicleInformation之Ind Communication

System)による道路交通情幸lまの掟供,ETC(Electronic

TollCollection)による有料道路の日動料金収受など,新

しいサービスが登場してきている｡携帯電許などの移動

通信の爆発的普及や,次世代高速移動通信の登場など,

情報･通信技術は,今,正に新たな時代に人りつつある｡

これらを背景に,口‾､‡製作所は,ITSのサービスが惜

幸l卜通信才支術と融合し,移動環境卜のさまざまな新たな

サービスへと拡大するものと考え,移動する人と情報社

会を仲介するITSサービスプラッ1､フォーム(仮称)を構

築中である｡

ここでは,その概要と,プラットフォーム上の一アプ

リケーション例について述べる｡
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サービスセンター構想

2.1サービスコンセプト

ITSサービスプラットフォームでは,自動車･バス･

電車･歩行などによって移動する人とインターネットな

どの情報社会との相吐情報交換支援を目的とし,以‾Fの

円つのサービスコンセプトの実現を目指す(図1,2参照)｡

(1)シームレス

各種の端末や通信手段に対応した形に変換してサービ

スを提供する｡対象端末として,パソコン,カーナビゲ

ーションシステム,PDA,携帯電話を想定している｡

(2)ワンストップ

エンドユーザーが必要とするさまざまなサービスを,1

か所のアクセスで統合して提供する｡余分な入力や検索

の手間を省くことができる｡

(3)ワンツーワン

エンドユーザーの個件に合わせて情報をカスタマイズ

し,提供する｡個人情報や履歴情報を基にした,適切な

サービスを選択,提供する｡

(4)ボイスインタフェース

エンドユーザーからの要望を音声で受け付け,｢アイ

ズ(口)フリー+と｢ハンズ(一手)フリー+の環境下でサービ

スの提供を実現する｡また,音声で口コミ情報を収集し,

交通渋滞情報やトレンド情報といった地域密着のリアル

タイム情報提供を実現する｡

日立製作所は,これら四つのコンセプトを実現する

｢ITSサービスセンター+の構築を目指す｡

移動体向け情報サービス

自動車社会･lTSからの潮流
｢

･カルナピケーションシステムの普及
地図の表示

経路誘導

●渋滞情報の入手
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コンセプト

[i二
ワンストノブ
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･惰朝提供,予約,チケソティ
ンクなど,複数サービスを

連携統合するサービス

●趣味家族,行動履歴な
どの個人情報,場所,時

刻,状況に応じて提供す

るサービス

･エンドユーザーからの要
望を書声で受け付け,サ

ービスを提供
リアルタイム情幸艮の提供

注:略語説明 PDA(PersonalDigitalAssistant)

図11TSサービスのコンセプト

ITSサービスでは,四つのコンセプトに基づいて移動する人と

情朝社会を結び付け､サービス提供を支援する｡
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図2 汀Sサービスでの情報の流れの概念
シームレス,ワンストップ,ワンツーワン,およびボイスイ

ンタフェースのコンセプトでの情報の流れを示す｡

2.2 サービスセンター

ITSサービスセンターは,(1)サービスコンテンツ(サ

ービスの内容)の流通を仲介,提供する｢共通プラット

フォーム+,(2)プラットフォームの機能を利用し,エン

ドユーザーにサービスを提供する｢情報サービス事業者+,

および(3)サービスコンテンツを保有する｢サービス事

業者+で構成する(図3参照)｡日立製作所は,共通プラッ

トフォームを構築し,その上で情報サービス事業者やサ

ービス事業者が事業を容易に行えるようにするための基

本機能と,ITS技術を用いて位置･移動にかかわる情報

を提供する｡
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図31TSサービスセンター構想と共通プラットフォーム

共通プラットフォームは,事業を容易に行えるようにするため

の基本機能と位置,移動にかかわる情報を提供する｡
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サービスプラットフォーム技術

3.1プラットフォームのコンセプト

ADSS(AutonomousDecentralizedServiceSystem)ヱ'

は,ネットワーク_Lに分散した環境下で,各種サービス

間の連携を容易にするサービス連携基盤である｡共通サ

ービスプラットフォームは,ADSSのコンセプトに基づ

いている(図4参照)｡

3.2 メディエータによる仲介と連携

ADSSのコンセプトでは,サービスの安求者と掟供者

を仲介するメデイエータがネッ1､ワークトに分散してお

り,サービスの要求内容と提供内容を示すプロファイル

を要求者と提供者から受け,それを仲介する｡各メデイ

エータは,白身の範囲内だけでは仲介ができないときに

連携依頼のプロファイルを作り,ネットワーク上にブロ

ードキャストまたはマルチキャストする｡ネットワーク

上の他のメデイエータは,連携依頼プロファイルが来た

ときにそれが自分の仕事に関係するかを自律的に判断

し,関係する場合にはその依頼を実行する｡この場合,

メデイエータは,要求者や提供者の役割を演ずることに

なる｡このように,メデイエータに白律性を持たせる什

組みにより,ADSSは連携の容易性に加え,拡張の容易

性と高フレキシビリティという今寺徴を持つ｡

ここで占う｢ネットワーク+は論理的なものであり,実
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図4 自律分散サービスシステムのコンセプト

ネットワーク上に分散されたメディエータは,サービスの要求

者と提供者を,要求･提供内容のプロファイルに基づいて自律的

に仲介する｡

際には,インターネットやエクストラネット,イントラネ

ット,内部バス,有線,無線,公衆網,携帯電話,衛星

通信･放送など,種々の物理的形態を持つものである｡

3▲3 メディエータの構成要素

メデイエータが関与するものとして,サービス要求者

と提供者およびサービスコンテンツがあり,また,サー

ビスコンテンツは,情報である場合と,何らかの機能で

ある場合がある｡メデイエータはこれらのすべてと関与

していてもよいが,-一部分とだけ関与する場合や,メデ

イエータ自身がそれらを兼ねる場合もありうる｡その場

合には,メデイエータ白身の機能も相応に縮退する｡

メデイエータの主な構成要素は,(1)プロファイル解

釈エンジン,(2)仲介･統合など各種機能をつかさどる

ブローカリングエンジン,(3)連携機能をつかさどる

フェデレーションエンジン,(4)相互類似プロファイル

群を抽†_li,管理するコミュニティ マネジメント エンジ

ン,および(5)各エンジンを管坪,制御するポリシーマ

ネジメントエンジンから成る｡

3.4 プロファイル3)

(1)基本項目

(a)ユーザー自体に関するもの:ID(Identification),

年齢,性別,好み,経歴,履歴

(b)ユーザーの状況に関するもの:場所,行き先,中

内外,屋内外,モバイル･オフィス･ホーム,だれと,

何を,雰囲気ほか

(c)アクセス端末に関するもの:携帯電話,PDA,パ

ソコンほか

(2)サービス要求･提供仕様の項目

(a)サービス情報の内容に関するもの:交通情報,各

種情報(レストラン椎別,価格,雰岡気)

(b)サービス機能の内容に関するもの:統合,カスタ

マイズ,前･後処理,組合せ最適化

(c)契約に関するもの:決済,授受の時刻,方法

(3)サービスポリシー関連項目

(a)ブローカリング制御,(b)フェデレーション制御､

(c)コミュニティマネジメント制御

これらのプロファイルを用いてサービス授受やサービ

ス連携を行う｡

3.5 共通ミドルウエア3)

メデイエータは,各種サービスアプリケーションの実

現に使われる種々の共通機能,例えば,地l父l利用,交通

情報利用,情報検索,位置情報管理,音声利用,利用

者管理,セキュリティ,認証,課金,決済などの機能を
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ミドルウェアとして備える｡

アプリケーション例

ITSサービスプラットフォームでは,その上に載るさ

まざま訓育報サービス事業のためのアプリケーションの

機能･サービス連携が主な機能である｡その機能検誹の

ために,旅行を計画,実行するときに必安となる情報の

検索や旅程作成,予約作業の手配などを一一括して支援す

る｢ハイパートラベルサービス+(仮称)をパイロット的に

行う予定である｡その利用仰向イメージを図5に示す｡

ハイパートラベルでは,次に示すサービスを提供する｡

(1)旅行プランの作成と予約･購入支援

ユーザーの要望に応じて適切な旅行プランを作成し,

予約･手配処理を一括して行う｡

(2)旅行中の投新情報提供

移動中のユーザーに対して,旅行プランの表示,時刻

表や観光情報など,時間と場所に応じたリアルタイムな

情報を提供する｡

(3)旅行プランの変‾史支援

交通機関の事故や故障によって旅行プランの実行に障

害が生じたとき,この事実をユーザーに通知するととも

に,旅行プランの変史を提案する｡

(4)旅行後のリコミ情報登録

旅行後に,旅行ルートやホテル利用についての感想な

どを脊録し,この情報を他のユーザーが｢口コミ情報+

として流用できるようにする｡
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図5 ハイパートラベルサービスの利用画面イメージ
旅行の目的やキーワード,全容頁などを入力すると,移動手段.観

光,宿泊などの計画･予約を行う｡結果の部分修正も受け付ける｡
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おわりに

ここでは,インターネットに代表される情報社会や自

動車を中心とする移動体の世界を相互接続する新たな仲

介サービスプラットフォームと,その_とで利用するアプ

リケーション例について述べた｡

そのコンセプトとするシームレス情報提供,ワン

ツー ワン カスタマイズ,リアルタイム･ワンストッ

プ連携,音声インタフェース利用へのニーズは,今後い

っそう高まるものと考える｡

日東製作所は,今後,このコンセプトを支える共通サ

ービスプラットフォーム上に各種の新しい機能群を段階

附こ追加し,サービスを行う事業者がその上にシステム

を容易に構築し,エンドユーザーに満足のいくサービスを

提供できるように,いっそうの努力をしていく考えである｡
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